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令和元年度 第２回 

「江東区地域自立支援協議会」 

議 事 録 

 

 

１ 日 時  令和元年８月６日  午後１時３０分～午後３時００分 

 

２ 場 所  文化センター５階 第６～８会議室 

 

３ 出席者  里村 惠子   根本 雅司   白木 麗美 

       会田 久雄   平松 謙一   佐藤 ゆき子 

   伊藤 善彦      高井 伸一   菅 佐智子  

青柳 浩二      萩田 秋雄   田村 満子   

山口  浩                 

 

４ 会議次第  

議事１ 障害者差別解消法の実績報告について 

議事２ 障害者優先調達推進法に基づく調達実績について 

議事３ 障害者実態調査について 

議事４ 指定特定相談支援事業について 

議事５ 基幹相談支援センターの整備について 

議事６ 専門部会からの報告について 

議事７ その他 

 

５ 資料 

資料１ 平成３０年度障害者差別解消法受付台帳 

資料２ 平成３０年度江東区による障害者就労施設等からの物品等の調達実績 

資料３ 令和元年度江東区による障害者就労施設等からの物品等の調達方針 

資料４ 江東区障害者実態調査 設問の構成について 

資料５ 指定特定相談支援事業について 
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資料６ 地域生活支援拠点等の整備について 

資料７ 江東区の障害者福祉施策の考え方 

資料８ （仮称）江東区手話言語の普及及び障害者の意思疎通の促進に関する条

例案の概要について 

 

６ 傍 聴  １名 

 

７ 会議内容 

〔開 会〕 

  資料の確認、委員の委嘱及び紹介、副会長の選任等。 

 

議事１ 障害者差別解消法の実績報告について 

【里村会長】  それでは、議事に従って会議を進めます。まず議事１、障害者差

別解消法の実績報告について、事務局より説明をお願いいたします。 

【西隈施策推進係長】  障害者施策課施策推進係の西隈と申します。よろしくお

願いいたします。 

 障害者差別解消法の相談の受付についてご報告をさせていただきます。昨年度第

２回で８件ということでご報告させていただきましたが、その後１件の新たな相談

がありましたので９件目のみご説明をさせていただきます。 

 視覚障害者の方からのご相談で、相手方は民間事業者、商業施設でございます。

買い物した際にクレジットカードで支払いをしようとしたら、カード裏面に署名が

なかったということで、一緒にいた友人に代筆をお願いしたが、店側に認めてもら

えずに、障害者手帳を提示したら一方的な感じで拒否されたということでご相談を

いただいた件になります。 

 こちらから商業施設の本社に問い合わせをいたしまして、店舗に確認をしていた

だきました。事業者に対しては障害者差別解消法の趣旨ですとか合理的配慮が必要

であるということ、記載すべき場所にガイドを当てるなどある程度の配慮があれば

記入できる可能性があるということを伝えさせていただきました。 

 当事者の方からのお電話では一方的な感じだったということだったのですが、店

側のほうのとり方としては相談者の方が興奮してしまい、取りつく島がなかったと
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いう事実も店側のほうは言っておりました。 

 ただ、事業者のほうも障害者差別解消法については、今後社内で周知徹底をして

いきたいということでご回答いただきました。かつ、こちらのほうも何かしら視覚

障害者の方が利便性向上のために策はないかということで、当区の計画推進員さん

にもご相談いたしまして、今主流になってきているスイカですとかパスモ、そうい

ったＩＣを活用した支払い方法も視覚障害者の方にとっては非常に有効であるとい

うことをご助言いただき、ご相談いただいた方にお伝えして、そういったことも活

用してみますと回答をいただき、終結いたしました。 

 追加の項目としては以上になりますが、昨年度は消防署のほうに障害者差別解消

法の講習に伺ったほか、都の条例が施行されたということで、１月１１日号の区報

でも改めて差別解消法について周知を図ったところです。一方で、相談件数は９件

ということで、例年に比べると若干少なくなっています。例年２０件程度のご相談

をいただいているところですので、周知がなかなかできていない面もあるのかなと

考えています。相談が増えれば一概に良いとは言えませんが、もう少し何かしらの

策が打てればということで検討しているところでございます。 

 障害者差別解消法の実績については以上でございます。 

【里村会長】  では、今のご報告に対して何かご意見とかご質問があるでしょう

か、お願いします。 

【白木委員】  弁護士の白木でございます。周知の問題ですが、こういうルール

がありますということとともに、こういう解決を実際やっていますという例みたい

なものを挙げるだけでも相談のイメージがわくのかなと。割とどんなことを相談し

ていいのかというのがわからなくて相談に結びつかないということが結構あったり

するので、実際にこんな例がありましたよみたいなものを区報に載せると、もしか

したら増えるのかなと思いました。 

【里村会長】  ほかにあるでしょうか。出尽くしたようですので、この議題は終

了とさせていただきます。 

 

議事２ 障害者優先調達推進法に基づく調達実績について 

【里村会長】  次に議事２、障害者優先調達推進法に基づく調達実績について、

事務局より説明をお願いします。 
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【水内就労支援担当】  議題２、障害者優先調達推進法に基づく調達実績につい

て、障害者支援課就労支援担当、水内がご説明させていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律、通称、

障害者優先調達推進法が平成２５年４月に施行されており、本区におきましても物

品や役務といったサービスを調達する際に、障害者施設等からの優先的、積極的に

購入することを推進すべく、調達方針を作成し、取り組んでいるところでございま

す。こちらは資料３になりますが、こちらで令和元年度の調達方針を添付しており

ますので、後ほどご参考にいただければと思います。 

 今回は平成３０年度の調達実績が取りまとまりましたので、ご報告をさせていた

だきます。資料２をごご覧ください。資料２の右下、合計欄をまずごらんください。

件数としましては８２件、２,２００万円強の実績でございました。平成２９年度の

実績と比較しますと平成２９年度が８１件、４,６００万円強ということでしたので、

件数にいたしまして１件の増ではございますが、金額としましては約２,４００万円

の減となったところでございます。 

 これは平成２９年度に防災用簡易トイレや保護具、園児用備蓄食料の大型調達が

あったことが主な要因となっております。また、発注拡大に向けての取り組みとし

ましては、平成２９年度より区内の各障害施設等で提供できる物品や役務といった

サービスについて調査させていただき、一覧にしたものを区のホームページ、全庁

の共有フォルダー等で公開させていただいております。 

 今後も区役所のみならず、広く周知させていただきまして、受注拡大につながる

よう努めていきたいと思っております。 

 簡単でございますが、以上で説明を終わります。 

【里村会長】  ありがとうございました。今のご報告に何かご意見、ご質問ある

でしょうか。いかがですか。 

 特にないようですので、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事３ 障害者実態調査について 

【里村会長】  次に議事３、障害者実態調査について、説明をお願いいたします。 

【西隈施策推進係長】  障害者施策課施策推進係の西隈がご説明させていただき
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ます。資料４をご覧ください。また、本日机上に閲覧用として配付しております障

害者実態調査の冊子をあわせてごらんいただければと思います。 

 冊子の１８１ページをお開きいただいてよろしいでしょうか。調査票がついてお

りまして、そちらをご覧いただきつつこの資料４をごらんいただきながら、聞いて

いただければと思います。 

 まず資料４ですが、仕事や学校生活についてということで設問がございます。同

じく１８１ページ、調査票でいうと６ページの２のところですけれども、こちらの

ほうが例えば外で働いている人については、Ｑ２に飛んで、外で働いていることで

困っていることを聞いております。福祉就労、５番から８番を回答した場合には今

後の目標について聞いておりますが、外で働いている方には困っていることだけ聞

き、今後の目標については聞いていないというような構成になっておりました。ま

た、未就学、小中学校の方には困っていること、特別支援学校・高校・大学・専門

学校に行っている方には「卒業後の進路」について、質問を進めているのですけれ

ども、特に何もしていないという方には「何もしていない理由」を聞いています。

本来ならば困っていることを聞いた上で、今後の目標について聞くべきではないか

ということで検討しているところで、調査の案として資料４の下になりますけれど

も、設問、ふだんの過ごし方ということで、全ての方に困っていることと今後の目

標について伺うという構成にしたいと考えております。 

 資料を１ページおめくりいただきまして、２ページになりますが、その簡単な説

明といたしまして設問１のところで、まず休日以外何をして過ごされていますかと

いうこと、会社やアルバイト、自宅で働いているということ、３番の就労している

を選択した方は設問２へ飛びまして、困っていることと今後の目標を聞くような形

になっています。 

 次に、５番から８番の福祉就労に行っている方については設問３に飛んでいただ

いて、困っていること、今後の目標について聞くというような構成を基本にしてい

きたいと考えております。この項目については今申し上げたとおり基本的には困っ

ていることを聞いた上で、今後の目標を聞くような構成にしていきたいと考えてい

るのが、大きな変更点になります。 

 資料４の５ページをご覧ください。こちらのほうは実態調査の冊子でいいますと

１８４ページのところになります。社会参加やコミュニケーションについてという
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ことで、記載がございます。質問の項目としては実態調査のほうを見ていただくと

１１から１４ということで、３つ質問しているような構成になります。設問の構成

ということで、資料４のＡ４の冊子をごらんいただきたいんですが、こちらにつき

ましては例えば社会参加の支援については全員に聞いているということが読み取れ

るかと思います。一方で６番の余暇の過ごし方というのは精神の方にしか聞いてい

ないということで、これについてもばらつきがあって、統計としてはいかがなもの

かというところもございました。 

 ですので、今回の調査の構成としては社会参加のところで社会参加の支援、支援

の過不足、困っていること等を共通して聞くような形にしていきたいということで

考えております。 

 それに付随してコミュニケーションも、我々としては障害者の意思疎通の条例の

制定を目指しているところもございますので、コミュニケーションについても特出

しして聞いていきたいと考えているところでございます。 

 コミュニケーションの手段、支援・配慮、コミュニケーションで困っていること

を質問します。あと余暇の過ごし方というのは今非常に大事な課題ということも言

えますので、そちらの項目については引き続き聞くというような形になっています。

資料を１ページおめくりいただきまして、６ページになりますが、設問１から設問

３までは今までと大きな変更点はないというところでございます。 

 設問４から７までは追加して聞いておくべきことでないかということで、追加し

たいと思っている項目になります。日常的に情報を入手する方法として最も当ては

まるものということで、社会情勢とかニュース等々、日常的に情報をどういった方

法で入手しているかということを聞くというところ、設問５から７につきましては

コミュニケーション方法としてどういった手段をとっているのか、日常的なコミュ

ニケーションの際に心配なこと、不安なことは何ですかということと、日常的な情

報収集の際、コミュニケーションの際に配慮してほしいことは何ですかということ

で、充実させた質問をしたいというように考えているところでございます。 

 続きまして、さらに資料４を１ページおめくりいただきまして、８ページをごら

んください。こちらは実態調査の冊子でいいますと１９０ページになり、９の障害

者スポーツということで、Ｑ３３と３３－２でスポーツには障害者を対象とした種

目がありますが、やったことがありますかということと、あと３３－２ではパラリ
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ンピックの開催に興味がありますか、知っていますかということを聞いたという形

になっておりますが、このオリンピック・パラリンピックを１つの契機として、こ

れを日常的な活動にしていかなければいけないという課題がございます。 

 このムーブメントを一過性で終わらせないためにも、日々の活動につなげるよう

な調査をしていきたいと考えております。また、このスポーツを通じまして、健康

促進、健康維持につなげるという意味もございますので、そういった項目を充実さ

せながら聞いていきたいというように考えております。 

 そのほか、まだ検討中の部分もございまして、例えば防災の関連で今お困りのこ

とですとかそういったことはまだこれから取り組んでいかなければいけないという

ことで、今事業者とともに調整をしている段階でございます。 

 実態調査につきましては、今後８月２０日に開催される計画推進協議会でもう少

し詳細な資料を出させていただきながら、検討していきたいというように考えてお

ります。 

 自立支援協議会のほうでも意見をいただきながら進めていきたいと思っておりま

す。説明は以上でございます。 

【里村会長】  今のご説明に対してご意見やご質問あればお願いします。いかが

でしょうか。 

 では、特にないようですので、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事４ 指定特定相談支援事業について 

【里村会長】  では、次に議事４、指定特定相談支援事業について、説明をお願

いいたします。 

【松瀬支援調整係長】  では、資料５、指定特定相談支援事業について、障害者

支援課支援調整係の松瀬と申します。ご説明させていただきます。 

 まず１番、指定特定相談支援事業所数及び相談支援専門員の推移でございます。

こちらのほうは平成３１年３月３１日現在につきまして、事業所数は現在２８事業

所となっております。相談支援専門員は５４名、うち兼務となっているものが３２

名となっています。こちらには書いてはいないのですけれども、障害児の相談支援

事業所数は１３となっております。 

 なお、この平成３１年３月３１日現在、２３区全体では５１４事業所ございます。



 -8- 

障害児の相談支援事業所とすれば、２３区全体で２９４事業所がございました。 

 ２番、計画相談実績の推移でございます。こちらも３１年３月３１日現在とさせ

ていただいております。本区ではサービス等利用計画の作成率はセルフプランを含

めまして障害者、障害児とともに１００％となっておりますが、一方で、計画全体

に占めるセルフプランの割合は障害者総合支援法にかかるもので３１.６％、児童福

祉法にかかるもので３６.０％となっております。事業所の作成するサービス等の利

用計画を増やすことを課題と捉え、対応していく必要性があると認識しております。 

 また３番、引き続きましてこちらは特定相談支援事業所の就業定着促進事業とい

うのを実施に向けて進めているところではございます。 

 以上で簡単ではございますが、資料５の説明とさせていただきます。 

【里村会長】  では、今のご説明に関して何かご意見やご質問があればお願いし

ます。平松委員からどうぞ。 

【平松委員】  おあしす福祉会の平松ですけれども、まだ３分の１がセルフプラ

ンということで、江東区としては不足しているということは今もおっしゃられたし、

区として相談支援事業所を増やすために具体的な策をについて、担当課としてどう

お考えなのかなというところを知りたいということでございます。 

【里村会長】  では、お願いします。 

【西隈施策推進係長】  施策推進係の西隈と申します。相談支援事業所につきま

しては、今、松瀬からもありましたようにまだまだ足りないということは認識して

おります。後ほどご説明させていただく基幹相談支援センターの設置ということを

喫緊の課題として考えております。質の確保、ネットワークづくりということで基

幹相談支援センターを整備したいと考えております。基幹相談支援センターができ

れば、全てが解決するわけではないということも認識しておりますので、今後、事

業所を増やすための何かしらの対策を打てるような形で考えていきたいと考えてお

ります。 

【里村会長】  よろしいですか。 

【髙井委員】  地域活動支援センター・ロータスの髙井です。事業所数が２９年

度は３０で、３１年度末で２８と減っていって、多分この間に増えている事業所も

あると思うので、撤退した事業所の数が幾つなのかがわかれば教えていただきたい

のと、把握しているのであれば主な事業所、撤退した理由があるのかないのか、あ
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ればそれがわかれば知りたいなというのと、事業所数が減っているのは何かしらの

原因があるのであれば、その対策が今後考えられているのかどうかを教えていただ

ければと思います。 

【川野指導検査担当】  障害者施策課指導検査担当の川野と申します。平成２８

年度に１カ所増えて、２９年度から３１年度の間で４カ所減って２カ所増えたとい

うのが現状でございます。皆さんご存じの事業所もあるかと思います。要因は、破

産ですとかいろいろありますが、細かい事情は存じ上げているものとわからないも

のとあり、詳しくは把握していない状況でございます。 

【里村会長】  ほかに何かありますか。ご質問、ご意見。どうぞ。 

【髙井委員】  今後の減らさない対策とか考えられている施策があれば。 

【内藤障害者施策課長】  障害者施策課、内藤です。端的に減らさない策という

のはなかなか難しいかなと思います。事業所さんは事業所さんの事情があって、会

社が破産してしまえばなくなってしまうということはあると思うので、個別具体的

に減らさない対策というのは難しいと思いますけれども、区としてできることとい

うことでいいますと、また後ほどご説明いたしますが、基幹相談支援センターを設

置して、その事業所全体の底上げ、専門員さんの底上げをしていくということは、

減らさないということとあと質の向上、また参入しようという新しい事業所さんが

来てくださるかというところに全体としてつながっていければと考えております。 

【里村会長】  何かつけ加えるご意見とかあれば。 

【髙井委員】  これは相談支援部会でも議題としては少し上げたりはしているん

ですけれども、多分撤退した中には採算が合わないというのが結構大きい部分があ

るのかなと思っていて、うちもそうですけど、苦しい中でやっと運営しているとい

う部分があるので、それは金銭的支援があれば撤退しないのかというとそうではな

いかもしれませんが、現状苦しいというのは多分どこの事業所も一緒なので、その

部分は何かしらの支援について考えられるかなと思います。結局、すごく忙しいの

で、この前も他区に引っ張られてしまう相談支援専門員がいるとか切実な問題があ

るわけです。一生懸命やろうとしているのに区内でちょっとやりづらいというのは

あるので、何かしら私たちだけではどうにもならないところもあるので、ぜひ考え

ていただければなというふうに思っております。 

【里村会長】  どうぞ。 
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【平松委員】  おあしす福祉会の平松ですけれども、今の発言をもう少し具体的

に言うということで、相談支援事業単独で経営が成り立たないということは、江東

区だけではなくてほかのところも多分みんなそうだと思います。ですので、できる

だけ経営を考えると人をあまり増やせない、それから、できるだけ時間をとらない

で簡単な計画をつくる、ないしはモニタリングも簡単に済ませてしまう、ないしは

計画を更新もほとんど、コピペみたいな形になっているという質の低下につながる。

質をしっかりしたいというふうにすると、今の給付体系では実際ほとんど無理だろ

うと。 

 としますと今頑張ってやっているところは営利目的で参入したところは撤退する

でしょうけれども、もともと江東区内の地域でずっと頑張ってきたところというの

は、ほかの事業もやっていてそこから相談支援事業が成り立つように、人を少し回

したりとか財政的に回したりとかいろいろな工夫をして何とかやっているんですね。 

 今まではある意味で就労系の事業は比較的経営的にはそんなに難しくなかった。

そうするとその分でどうしても経営的な赤字になってしまう地活相談支援事業ない

しはグループホーム等を補う、そんなことをずっと長年やってきたわけです。 

 ところが、就労系についても大幅に変わってきて、工賃を高く出さないと給付が

下がるという。そうすると非常にいろいろな困難を抱えている利用者の方、障害者

の方、週に５日も来られずに１日から２日だよとか、よく休むとかそういう人がた

くさんいると、ほとんど経営が成り立ちません。 

 その辺をうまくやっているところは最初から週何日以上来ることが前提ですと、

それができる人しかそこを利用できませんというようなことをやっている事業所も

今増えています。そういう点では相談支援事業が単独で経営的にも一応成り立って、

質もちゃんと保障されるというには、主に財政的なことになると思いますけれども、

区単独でもそういう財政的な補助ということが必要になるのではないか。 

 それから、人件費の問題も非常に大きいと思います。今、国のほうも主に介護系

が中心でしょうけれども、障害福祉サービスについても最低限の給与が上がるよう

にということをいろいろ言っているけれども、なかなか現実的に難しいですよね。 

 そうすると人が採用できない、ないしは募集しても来ないという現実もあるわけ

です。その辺の現実を踏まえて、それこそできるだけ手のかからない計画ないしは

モニタリングでいいのか、その辺のところも含めてどうしたらいいかということを
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区としても考えていただかないと、事業所の努力だけ。事業所ももちろんちゃんと

努力すべきだと思っています。だけど、それに対して区のほうからも必要な支援と

いうことを検討していただく必要があるのではないかなというふうには思っており

ます。 

【里村会長】  何か事務局のほうからありますか。 

【内藤障害者施策課長】  すみません、障害者施策課長、内藤です。モニタリン

グの簡素化というのは、多分なかなか難しいところなのかなとは思います。何度も

ご意見いただいていますとおり、相談支援事業所を増やすということ、相談支援専

門員さんを増やすということについて何らか区としても考えていかなくてはいけな

いということは、課題だということはよく認識はしておりますので、部会の中でも

ご検討いただいて、ご意見を踏まえながら、どういったことができるかということ

も含めて検討をしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【里村会長】  では、また区の側からできる範囲での支援をお願いしたいと思い

ます。どうぞ。 

【田村委員】  こども発達センターにかかわっている田村と申します。障害児の

ほうとおそらく障害者のほうはかなり違う実態があるのではないかと思うのですが、

それは障害児のほうは児童発達支援事業と放課後デイサービスという２つの事業に

なるのですが、その２つの間でも特に児童発達支援事業については、障害児という

診断の前に気になる段階からの支援がはじまっているので、その中でのセルフプラ

ンというのが非常に多い。多分放課後デイと２つに分けると、放課後デイのほうは

かなりセルフプラン率が下がるのではないかと思います。 

 児童発達支援事業のセルフプラン率が高いのは問題かというと、私は、そうでは

ないと思っているのですね。保護者が希望しているのは、ある面で塾型の発達支援

であったり、あるいは問題がまだはっきりしない段階でちょっと事業を使わせても

らえないかという現状があります。こちらとしてはできるだけ支援段階にのせてい

きたいと思いますが、放課後デイの段階で使わなくなってしまう人たちもたくさん

抱えている実態があるので、今、セルフプラン率の減少に向けてという計画相談を

支えていく大切な議論の中で、質的に違う問題もあるので、やはりそこは分けて考

えたほうがいいのではないかと思っております。 

【内藤障害者施策課長】  障害者施策課長、内藤です。田村委員からもお話があ
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りましたように、大人と子供で考え方が違う部分は確かにあると思います。もちろ

んセルフプランが一概に悪いということではないですし、大人という意味でいえば、

障害者ご本人の方が自分でプランをつくる力があって、エンパワーメントの観点か

ら自分がつくりたいという方がいらっしゃって、そういったものができますという

場合であれば、そういうセルフプランはふさわしいものでしょうし、またお子さん

の場合は肢体不自由のお子さん、知的のお子さん、発達の心配があるお子さんでま

たちょっと考え方が違ってくるのかなというところはございます。確かにグレーな

部分のお子さんというのは、プランの考え方というのもいろいろあると思うんです

けど、個別にこの方にセルフプランがいいのか、それともちゃんと計画相談入れて

きちんとモニタリングしていきましょうねというのがいいのかというのは、障害特

性がお一人お一人違うだろうなというところは、もちろんそれは個別にあるところ

だと思います。 

 ただ、全体的なお話としては相談支援事業所を相談支援専門員さんが足りないと

いう実情はやはりあると思います。計画相談やってもらいたいけれども、できてい

ないという方も事実いらっしゃいますので、両面なのかなと、個々に障害のある方

についてはセルフプランが一番いいのか、計画相談が一番いいのかは個別に見てい

くべきですし、またどこの相談支援事業所さんがいいのかというのはまた別の話に

なってくると思いますし、ただ、やっぱり区全体としては足りていないという認識

はもちろんございますので、課題として認識して検討していきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。ほかに何かご意見やご質問はあります

か。 

 では、なければこの議題は終了とさせていただきます。 

 

議事５ 基幹相談支援センターの整備について 

【里村会長】  次に議事５、基幹相談支援センターの整備について、よろしくお

願いします。 

【西隈施策推進係長】  施策推進係、西隈がご説明させていただきます。まず、

資料６をご覧ください。こちらは前回の自立支援協議会でも出させていただいてお
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りますが、改めてご確認をいただければと思います。 

 地域生活支援拠点等の整備についてということで、国が示しているものになって

おります。障害者の重度化・高齢化や親亡き後を見据えて地域の実情に応じた創意

工夫により機能を整備しましょうということになっております。 

 必要な機能につきましては、真ん中の黒い四角に囲まれた部分になりますが、１

つ目が相談、必要なサービスのコーディネートや相談その他必要な支援を行う機能。

２つ目、緊急時の受け入れ対応ということで、介護者の急病ですとか障害者の状態

変化等の緊急時に受け入れられる体制を整えていきましょうと。あとは③体験機会

の場ということで、今、地域移行が進められている中で、共同生活援助等の障害福

祉サービスの利用ですとかひとり暮らしの体験をする場をつくっていきましょうと

いうところ。④につきましては専門的人材の確保・養成ということで、医療的ケア

が必要な方、重度障害を有する方、高齢化に伴い重度化した障害者に対応するため、

専門的な知識が必要になってきているということで、専門人材を育成していきまし

ょうということになっております。あと⑤としまして地域の体制づくりということ

で、地域のニーズに対応できるサービス提供体制、地域の社会資源の連携体制の構

築等を行う機能を構築しましょうということで、今、国はこの５つの機能を早急に

整備しなさいということで示しているところでございます。 

 これに付随しまして資料７、Ａ３横の大きいものになりますが、こちらのほうを

ご覧いただければと思います。江東区の障害者福祉施策の考え方ということで、お

示しした資料になっております。 

 もう皆様既にご存じかと思いますが、障害者数につきましては伸びてきていると

いうところがございます。３障害、身体、精神、知的を合わせた障害者数が２万３,

５１８人ということで、前年の２万２,６４１人から大きく増えております。これは

精神障害の方が増えてきているということが１つの要因として挙げられるところで

ございます。 

 取り組みの方向性ということで、左下になりますが、こちらのほうでは（１）障

害者の自立・社会参加の促進を図っていくということで、さまざまな機関と連携し

て、適切に支援できる体制を構築する。あとは障害者施設の整備充実が必要である

ということで、基幹相談支援センターの設置ですとかグループホーム等々が不足し

ているという現状がございます。また、老朽化した区立施設については計画的かつ
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効果的、効率的に改修を行っていく必要があるということで、認識をしているとこ

ろでございます。 

 そういったところを踏まえながら、地域生活支援拠点等を構築していくというと

ころが我々の目標でございます。 

 右にイメージ図として、障害者の方が中央にいて、療育ですとか住む、相談支援・

人材育成、働く、経験するということで、基本的な支援ということを５つ挙げさせ

ていただいております。こちらのほうの相談支援・人材育成というところに基幹相

談支援センターを位置づけさせていただいているところでございます。また、住む

というところで今年度設計着手に向けて動いている地域生活支援型入所施設という

ことで、入所施設の整備についてもこちらのほうで位置づけさせていただいており

ます。 

 あとその外の枠になりますが、暮らしを包み込む支援ということで、家族の支援

ですとか子育ての連携、教育連携ですとかさまざまな連携が必要であるというとこ

ろを挙げさせていただいているところでございます。 

 また、その下段、モデルケースということで障害はライフステージに応じて必要

な支援が変わってきます。しかしながら、切れ目があってはいけないということで、

このようなモデルケースということで簡単に説明をさせていただいています。就学

前は児童発達支援、保育所、幼稚園が必要、学齢期になりますと放課後等デイサー

ビス、キッズクラブが必要になってきて、１８歳以降になりますと通所支援・就労

支援等々、かつその後は生活の場が必要になってくるというようなライフステージ

に応じた支援のイメージ図になっているところでございます。 

 これが今後江東区の目指すべき姿ということで、お示ししているものになってご

ざいます。こういったところが今策定中の１０年の長期計画、に少しでも反映させ

ていければというところで調整をしているところになります。 

 地域生活支援拠点等、あとは江東区の方向性を踏まえた上で、早急に今必要なも

のの１つとして基幹相談支援センターということが言えるかと思います。資料７－

２をご御覧ください。こちらは基幹相談支援センターの設置ということで、先ほど

現状と課題ということを挙げましたが、今度は相談関係の現状と課題ということで

挙げさせていただいているところでございます。 

 先ほど議論の中にもございましたが、セルフプラン、一概に悪いものとは言えな
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いというところではございますが、やはり相談支援専門員が少ないということで、

障害者がセルフプランを余儀なくされている現状があるのではないかということが

１つ挙げられます。また、やはり３０％のセルフプラン率というのは比較的高いの

ではないかということは言えるかと思いますので、ここを何とかしていかなければ

いけないというところがあるかと思います。 

 できるだけ多くの障害者のサービス等利用計画が策定できる体制を整備する必要

があるというところは認識しているところでございます。 

 基幹相談支援センターが目指すべき姿、真ん中中段になってございますが、こち

らのほうに目指すべき姿ということで、１つの機能として相談支援事業所の底上げ、

こちらは情報提供ですとか連絡会の開催、事業者間の連携構築ということが挙げら

れます。あと２つ目、専門的人材の育成ということで、区と共同で各種研修の企画

ですとか運営、あとは地域課題の把握・共有ということで事業所連絡会を開催です

とか自立支援協議会等での提言ということが挙げられます。あと緊急時の対応調整

ということで、緊急時に対応が必要な障害者の把握・情報共有、緊急時の対応方法

を検討していくということが挙げられます。あと困難事例の対応ということで、事

業所だけでは対応できないケースの際に、後方支援・同行訪問を実施するといった

ことが挙げられるかと思います。 

 目指すべき姿というのが５つの項目で示させていただいているところですが、こ

ういったところを目標に基幹相談支援センターをつくっていきたいというところで

ございます。連携のイメージ図になりますけれども、資料の最下段になりまして、

基幹相談支援センターがあって、相談支援事業所があり、区があるということで、

区の役割としては支給量の審査、決定、各種給付事務、あとは相談支援ということ

と、ここがポイントですが、サービス未利用者へのアウトリーチということで、福

祉サービスの利用に至っている方についてはどこかにつながりがある、しかしなが

ら、相談支援未利用者ですとか福祉サービス未利用者はつながりがないということ

で、なかなか拾いにくい、谷間に落ちてしまっている方々について、基幹相談支援

センターと連携しながら、アウトリーチができていければということで考えている

ところでございます。 

 あとは区の役割としては計画の検証、自立支援協議会の運営事務局ということで、

自立支援協議会の全体会については行政がやるべきだろうというところで、例えば
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相談支援部会ですとか一部基幹相談支援センターが担ってもいい部会等々もあるか

と思いますので、そういったところについては今後検討していきながら基幹相談支

援センターの事務局という形にしていければというところで考えているところでご

ざいます。 

 続きまして、７－３の資料をご覧ください。今申し上げた基幹相談支援センター

の設置ということで、詳しく落とし込んだ案ということでお示ししているものにな

ります。基幹相談支援センターについてはあくまでも相談支援事業所の底上げです

とか専門人材の育成、特に地域資源とのネットワークづくり、顔の見える関係づく

りということをしていきたいというように考えておりまして、区民の方がここに来

れば何でも相談できる、何でも解決できる場というのは今のところ考えていないと

ころで、いずれはそうなれば理想的ですけれども、今の段階ではあくまでも地域の

ネットワークづくり、相談支援事業所の底上げといったところが主になってくると

いうことでご了解をいただければと思います。 

 まず７－３のところに書いてございますが、地域相談支援ネットワークの構築と

いうことで、３つ機能を挙げさせていただいております。区内相談支援事業者への

訪問の実施ということで、お互いに顔の見える関係をつくっていただくために、相

談支援事業所等々には頻繁に足を運んでいただいて、関係構築を図っていただく。

また、連絡会の開催ということで、連絡会の事務局として会議の企画・運営をして

いただくことはもちろんですが、ただ、集まって会議等々をするだけではなくて、

何かしらの人間関係ができるような制度、体制で交流を図っていただくようなもの

ができればというところで考えているところでございます。 

 あとは区内関係機関との連絡調整ということで、こちらも地域ネットワークの構

築に取り組むということで記載させていただいております。 

 あと（２）の人材育成ということになるのですけれども、基幹相談支援センター

を運営していく上でいろいろな地域の課題に直面することが多いと思います。そう

いった課題を把握して、皆さんで共有して、どういう研修が必要なのか、どういう

専門的人材育成が必要なのかというところで、研修等を運営するのは基幹相談支援

センターが最適であるということで、そういったところの人材育成を考えていると

ころでございます。 （３）サービス等利用計画作成に関する取り組みということ

で書いてございますが、こちらにつきましては基本的には先ほど申し上げましたが、
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地域の相談支援事業所への引き継ぎということで、地域の相談支援事業所のほうに

引き継がせていただきたいと思っております。また、場合によっては基幹相談支援

センターで受けなければいけない事例、受ける必要がある事例が出てくるかと思い

ます。そういったときには状況に応じてということになりますが、基本的には地域

に引き継いでいくというようなイメージでいるところでございます。 

 他区の基幹相談支援センターで見てきましたけれども、障害者からの相談を直接

受けると、年間で相談件数が１万件を超えてしまうような状況もあったということ

も聞いております。あくまでも基本的な相談支援事業につきましては、地域の相談

支援事業所にやっていただくというようなイメージでいるところでございます。 

（４）困難ケース等への対応ということで、困難ケース等々につきましては、今、

一番の課題となっているのは精神障害のある方の地域移行、長期入院から地域にど

う戻すかというところが困難ケースとして挙げられるかと思うのですけれども、そ

ういったところの支援、助言等々ができる、そういったところに支援ができるよう

な基幹相談支援センターであるべきだというところで考えているところでございま

す。 

 また１枚おめくりいただきまして２ページをご覧ください。こちらは先ほどの研

修ですとか人材育成のところにつながるのですけれども、地域課題の把握・共有と

いうところで、最前線に基幹相談支援センターが出ていく。皆様のバックアップ等々

をしていく上で把握した課題を共有していく等々のシステムづくりをしていきたい

と考えているところです。また、先ほど申し上げましたが、切れ目のない支援が必

要であるというところで、高齢・子育て部門との連携です。長寿サポートセンター

の定例連絡会に顔を出すとか、そういったところを基幹が担いつつ、地域の相談支

援事業所と橋渡しをできるようなことができればというところで、イメージしてい

るところでございます。 

 あとは開所日等々につきましては、原則月曜日から金曜日ということで想定して

いるところでございます。地域のネットワークづくりということで、地域の施設、

開いているときも月曜日から金曜日が主になってくるかと思います。土日に相談し

たい方、区民の方いらっしゃるかもしれませんけれども、地域のネットワークづく

りということを考えると、やはり月曜日から金曜日にあいているのがベストなので

はないかということを考えているところです。 
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 時間としては１０時から１９時ということで、相談支援事業所の方々が業務が終

わってから相談できるような体制をつくりたいということで、１９時まで開所して

いきたいというように考えております。 

 事業形態と実施時期ということですけれども、来年度中には何とか１カ所開設し

たいと考えているところでございます。スタートからいきなり全てのことができる

かというとなかなか難しいところではあるかと思います。また、運営をしながらさ

まざまな課題が出てくるというところで、そういったところは自立支援協議会また

は専門部会である地域生活支援部会等々で話しながら、少しずつ機能充実していっ

て、数年後には今目標として掲げている目指すべき姿のところにまで至れるように

していければというところで考えているところでございます。もちろん１年目から

全てができればベストだと思うんですけれども、なかなか難しい面もあるかと思い

ますので、ある程度走りながらやる部分も出てくるのかなというところは考えてい

るところでございます。 

 あと４番の実施場所については未定というところになってございます。 

 ５番、事業者に必要な資格要件ということで、一般相談、特定相談ということで

指定を受けていただければと思っております。地域移行、地域定着も課題というと

ころでは認識しておりますので、こちらの指定はとっていただくように考えており

ます。 

 あと職員配置につきましては、いまだ検討中というところではございますが、管

理者を１名、相談支援員を５名以上置いていただきたいとか、そういったところで

考えているところでございます。またこの配置につきましては皆様のご意見をいた

だきながら考えていければなとは思っているところでございます。 

 区との連絡会ということで、基幹相談支援センターの運営状況については連絡会

を開催するということで、定例的に１カ月に１回又は２カ月に１回程度の定期的に

関係性を持ちながら、行政の名前が出たほうがいいところは行政の名前を出しつつ、

基幹相談支援センターと連携しながらやっていければなというところでございます。 

 この案件につきましては、また専門部会長会ですとか髙井部会長がリーダーにな

ります地域生活支援部会等々で話し合いながら、予算化に向けて検討していければ

というところでございます。 

 説明は以上になります。 
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【里村会長】  どうぞ。 

【田村委員】  こども発達センターの田村ですが、５番の事業者に必要な資格要

件のところに、障害児相談支援も入ると考えてよろしいでしょうか。 

【西隈施策推進係長】  今のところ障害児については想定していないところです

が、またご意見をいただきながら検討していければなというところではございます。 

【田村委員】  ありがとうございます。困難ケースのところで児童の分野、特に

小学生から中高生までの間の発達障害で入院を必要とするような大変なケースや行

動障害を起こしてくるケースというのは、今現在はそれこそ区が関わったり、相談

支援事業所としても放課後等デイに関わっているところなどは、職員として兼務も

あったりして、精いっぱいのところでやっていて、非常に手薄になっているんです

ね。 

 この段階での問題はかなり大きく出てきますので、ぜひ取り上げていただきたい

と思っております。 

【里村会長】  事務局から。 

【内藤障害者施策課長】  障害者施策課長、内藤です。小学校、中学校あたりの

お子さんがいろいろ抱えている問題もあるというお話ですけれども、確かにそうい

ったこともあると思うのですけれども、大人の方の計画相談とお子さんの支援とい

うところで支援のスキルが別であるところもあると思います。中学生、高校生ぐら

いになってくると、そこの境目がどこかというところはありますが、最初から障害

児も含めてというのはなかなか難しいかなと。結局、運営される法人さんがどこま

で範囲を広げられるかという部分もありますので、最初はこの一般と指定特定から

始めて、その上で考えるという部分なのか、もしくはこども発達センターさんのほ

うで広げていただく部分なのかというところだと思います。大人か子供かというと

ころは、どうしても線引きはあると思うので、なかなか１つの法人さんだけででき

ない部分もあると思いますので、部会の中でもご意見を聞きながらだとは思います

けれども、今のところ想定はしていないところです。 

【田村委員】  中高生ぐらいの問題って、それこそ大人にずっと引きずっていき

ます。ですので、早いうちの支援ってすごく必要なのですね。早いうちって幼児期

はそれこそ早期発見、早期支援の細かい対応で済むけれども、学齢期以降の段階で

起こしてくる非常に困難な子供たちの抱える問題、パニックに該当したりする。今
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現在、府中の小児総合療育センターに行って入院する子のケースって、江東区も相

当抱えているはずです。ですので、その段階からしっかり支援体制を組む。今そこ

を誰が相談に乗るのかといったときに、現実的に相談支援専門員では非常に限界が

あって、それこそチームで江東区としてこの段階からの支援に取り組むということ

も必要だと思いますので、ぜひ今後のこども発達センター事業の拡張も含めながら、

ぜひ検討していただきたいと思います。 

【里村会長】  事務局のほうで何かありますか。 

【内藤障害者施策課長】  こども発達センターさんのほうでどうするかというと

ころも含めて、そこも検討の部分かなとは思っております。 

【里村会長】  ほかに何か。どうぞ。 

【平松委員】  おあしす福祉会の平松ですけれども、とりあえず基幹相談支援セ

ンターが必要であるということは、そのとおりですけれども、それで全てが解決で

きる、全てのいろいろなことがそこで担えるということはあり得ないと最近思って

おりまして、そうすると既存のいろいろな事業、団体について、その辺の強化とい

うことも当然考えていかなきゃいけないし、足りないものもまだまだありますよね。

いわゆる生活拠点等の整備という点からいうと、江東区の場合は比較的いろいろな

団体、事業所があって、ある程度やっている。そこに対して区としてどう強化する

か、それに出す補助も必要だろうと。それから、まだ足りないものをつくっていく

ことも必要だろうと。 

 そうするとさっきのこども発達センターとかそういうことでもいいし、いろいろ

なところをもっと強化するというのもあるでしょうけれども、どっちかというと資

料６で言われている面的整備型の考えはあるのかなという感じですよね。その辺の

ところの議論が必要だろうと。だけれども、これを見ると大体区としてはそれで考

えて、これから予算要求していこうということで、その辺が計画推進協議会なりこ

こで、拠点型じゃなくて面的整備でいろいろな既存のところの機能をもっと生かし

て、ないしは強化してそれを全体としてコーディネートするような基幹でいくんだ

というところでいいのかという、その議論が必要なのかなという気がしております

というのが１つ。 

 それから、面的整備型ということで考えると、いろいろな事業をそこにいれるの

ではなくて、今あるところを強化するないしは新たにつくるということを考えなき
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ゃいけないということで、多分この中でさっきの資料７にありました老朽化した区

立施設について、計画的かつ効率的にというようなのは大変結構だと、ぜひお願い

したいと思っているのですけれども、これは老朽化した区立の福祉施設ではなくて、

もっと幅広くも考えていいんですか。そうじゃないと足りないところがいろいろあ

るし、基幹も１カ所でいいわけではない、何カ所かということになると、やはり区

の施設でこれはもういいだろうというところも福祉施設の中でそこの機能を変える

だけではなくて、もうちょっと広げないと大変じゃないかという気もするのですけ

ど、どうでしょうかね。 

【里村会長】  お願いします。 

【内藤障害者施策課長】  障害者施策課、内藤です。お尋ねの区立施設の改修に

ついてという部分ですが、これは区立施設に限ってというつもりで申し上げており

ます。改修の時期が来たものについてはきちんと改修していかなくてはいけないで

す。ごく当たり前のことを書いている状況でございます。 

 あと地域生活支援拠点等の整備ですが、これもいっせいのせで全部の機能がそろ

えられるわけではないので、順繰りできるものからそろえていきつつ、ただ、全体

像としてこういうものにしたいということも並行して考えていきながら、部会等で

ご意見いただきつつ、面的整備なのか拠点併用型にするのかとか、そういったとこ

ろも含めて、現場のご意見頂戴しながら区にとって一番いいものをというのを一緒

に考えていただけたらなと考えております。 

【里村会長】  どうぞ。 

【平松委員】  具体的に今後検討していただければいいけれど、例えば湾岸地区

は福祉施設が非常に少ないわけです。それで皆さん、あるところまで出てきてくだ

さいというわけにもいかないだろう。そうすると、ある程度幾つかの機能を持った

施設をとりあえず１つつくるということを考えないと、難しいのではないかなとい

うふうに思っているんです。 

 施設が幾つかあるような地域だったら、そういうところでネットワークつくって

やったら、いろいろなところで機能を分担する形で、基幹センターはコーディネー

ト中心とか研修だとかを中心にやれば、それでできるだろうというのもあるし、地

域ごとに違ってくると思うんです。 

 なのでとりあえず１つ目、まだ予算も言えないし、場所も言えないということで
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しょうけど、どっちかというとこれだけのスタッフをそろえるというのは、かなり

ここでの機能もいろいろな機能を担うということを前提なのかなと。そうすると、

常時５人体制とかこの辺のところで具体的に何をイメージしてこうなっているのか

というところがいまいちわからないと。その辺は具体的にこれから予算要求する段

階なので、まだあまりはっきり言えないところもあるにしても、この場ではもうち

ょっと具体的なイメージを言っていただいてもいいんじゃないかなという気もして

いますが。 

【里村会長】  お願いします。 

【内藤障害者施策課長】  障害者施策課長の内藤です。すいません、具体的なと

ころという意味では今、西隈がご説明したこと以上というのはなかなか申し上げら

れないかなというところはございます。ご理解いただいているとおり、今後予算要

求をしていく中で、どういう中身になっていくかというのはまだ確定ではないです

し、事務局案として考えておりますというところと、あと皆様のご意見をいただき

ながら、あとは財政当局と調整しつつというところになっていきますので、人員配

置についてもあくまで今事務局案なので、なかなかそれ以上というのが今申し上げ

られないところですけれども、先ほどおっしゃいましたように湾岸、臨海地域の部

分とそうではない北部の地域はおっしゃるとおりで、地域性が全く違うと思います。

何か施設をつくろうにも障害の施設だけではなくて、区の施設をどこかにつくろう

としてもそもそも土地が全然ないですとか大き過ぎるとか、臨海地域は特殊性があ

るところだと思います。 

 北部地域とは状況が違いますので、地域ごとに合ったものをというのはおっしゃ

るとおりだと思いますので、そういった意味では１つ目の臨海地域というのは多分

現実的ではないと思うのですけれども、場所も含めて走りながらにはなってしまう

ので、現時点でこれぐらいしか申し上げられなくて申しわけないですけれども、ま

たご意見いただきながら検討してまいりたいと思いますので、また引き続きご意見

頂戴できればと思います。よろしくお願いいたします。 

【里村会長】  ほかに何かございますか。 

 なければ、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事６ 専門部会からの報告について 
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【里村会長】  次に議事６、専門部会からの報告についてということで、各部会

長から現在の活動状況、今年度の予定等についてご報告をお願いします。報告の順

番ですが、精神部会、地域生活支援部会、就労支援部会、児童部会、権利擁護部会

の順にお願いします。なお、参考資料として平成３０年度に各部会から提出された

専門部会からの報告をお配りしております。 

 それでは、最初に精神部会の平松部会長からご報告をお願い申し上げます。 

【平松精神部会長】  精神部会の部会長をしております平松でございます。 

 本年度は実はここでも今まで議論が出ておりましたように、基幹相談支援センタ

ーないしは拠点整備、地域包括ケアシステム、その中で精神障害をどうしていくか

というところが大きなテーマになっていくと思うんです。 

 しかも精神障害の数は増えているけれども、江東区でのほかの障害と比べるとい

ろいろなサービスがまだ足りていないところもあるということで、地域生活支援部

会と精神部会とどう連携してやっていくかということが１つテーマになると考えて

います。まだ、そこについては十分な検討ができておりませんが、それによっては

精神部会の今までの３つに分かれていたワーキンググループ、マップづくりと、あ

との２つのグループは移行と地域生活ということになっておりますので、ちょっと

重なるところもあると。基幹相談支援センターとか地域生活支援拠点等も精神もそ

こに入れなさいということが国の報告で示されています。精神も含めてということ

になっているので、精神だけのことではないということは当然のことなで、それと

の今後の連携のあり方ないしは新しい地域生活支援部会は、そこでのいろいろなテ

ーマからすると、メンバーが加わるという形にもなるだろうと。そうすると、精神

部会は極論するとなくなってもいいのかなと個人的には思っています。とりあえず

発足して地域生活支援部会のほうが動き出して、それにあわせて精神部会では何を

やればいいのかということを考えなきゃいけないと思っています。あと、この間の

議論で出てきていることで必要かなと思っているのは、困難ケースとかを部会で検

討するというのは個別の支援ということもあるけれども、むしろネットワークづく

りという視点で検討していくようなことをやるのも必要かなと思っています。今後

精神部会の持ち方とか構成、何をやるかも含めて検討したいなと思っております。

今日の段階では、こういうところでございます。 

【里村会長】  ありがとうございました。では、次に地域生活支援部会の髙井部
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会長からご報告をお願いします。 

【髙井地域生活支援部会長】  相談支援部会改め地域生活支援部会の部会長をさ

せていただきます髙井です。よろしくお願いいたします。 

 地域生活支援部会ということで、今日の自立支援協議会でも話にありました基幹

相談支援センターであったりとか、地域生活支援拠点等の整備に関するところは主

に今年度は議論をしていくのかとは思っているんですけど、地域生活支援部会だけ

でこれを全部決めるというふうなことではなくて、私も精神部会の副部会長も兼ね

ていますし、この自立支援協議会の委員である伊藤委員にもかかわっていただいて

たりとかありますし、今後は構成メンバーも相談しながら必要なメンバーに入って

いただいて決めていったりとか議論していったりとかということを考えていければ

いいのかなというふうには思っております。あとはこぴあの北村さんにも入っても

らっているので、児童の意見も盛り込みながらいろいろな中でご意見いただいて、

決めていければいいかなと思います。その中でこの２つのテーマで今年度はいって、

それ以外にも防災のことであったり、相談支援部会で昨年度議論していたものとか

もあるので、まずはこの２つのことを今年度優先的に議論していければいいかなと

は思っております。よろしくお願いいたします。 

【里村会長】  ありがとうございました。では、次に就労支援部会の青柳部会長

からご報告をお願いします。 

【青柳就労支援部会長】  就労支援部会の青柳です。今年の就労支援部会は例年

のような形で３回の定例会、部会をやって、担当者の交流も含めての就労支援のそ

れぞれ法人でやられている担当者の会もやっていきたいなと思っています。内容も

それぞれ機関の交流だとか情報交換をしながら、ハローワークさんやしごと財団さ

んのいろいろな情報提供をしていただきながら、就労率もアップもありましたし、

官庁等の水増し雇用もかなり私たちは障害者の問題としてこれはゆゆしき問題です

ので、絶対にこういうことが今後起きないようなしっかりしたチェックが官庁だけ

じゃなくて、江東区やいろいろなところの行政も言えるのかなと思いますので、い

ろいろなところで障害者の権利が守られるようなところはしっかりしていきたいと

思います。 

 就労支援センターの体制とかずっと変わりませんので、こういうところも今後先

ほど相談のほうは７時までというのがありましたけど、そこら辺は夜間とかいろい
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ろな休日もというところを少し具体的な形として今回は何かできればいいなと思っ

ています。 

 以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。では、次に児童部会の田村部会長から

ご報告をお願いします。 

【田村児童部会長】  児童部会のほうから今年度の方針をお話しさせていただき

ます。この冊子だと１６ページに部会概要が載っておりますが、特に子供の分野と

いうのは横のいろいろな機関とつながっていって、情報共有をしていかないと、無

駄な動きが多くなってしまう。それぞれのところでも頑張ってはいるんだけど、保

育所は保育所で頑張ってはいるんだけど、やはりつながりがさらに強化されなけれ

ばいけないし、幼児期と学齢期、中高になっていくと関わる機関も変わる、そうい

う特徴を持っておりますので、ネットワークづくりで保健、医療、教育、子育てと

いういろいろな機関に集まってもらっているという特徴があり、本年度もこれをぜ

ひしっかりと守って、ネットワークの中で活動する。 

 その中で今までは３つのワーキング、乳幼児ワーキング、学齢期ワーキング、そ

して医療ケアと年齢の差と障害の質で医療ケアワーキングが別にありましたが、今

年度医療ケアワーキングは特に今、保健医療のほうで在宅医療推進会議のほうも立

ち上がっていて、そちらを中心に話し合いを進めていくということになり、児童部

会で今までやってきた３つのワーキングの再編成が行われました。 

 その再編成で医療ケアが抜けていって、残った２つは年齢で分けるのかというと

ころを話し合ったところ、年齢というよりは特に話し合いたい内容の１つに発達障

害、これはどの分野でも子育てのところでも保育園関係、幼稚園関係、幼児期の療

育関係、学齢期もそして保健相談所でもって１つの大きなテーマでありましたが、

今までこのように発達障害について検討していくということが表立ってはやってき

ませんでした。そこで今回はこの発達障害を１つ取り上げる。もう１つが家族支援

です。特に要保護の課題があります。特に児童相談所、江東区には江東児童相談所

がありますが、そこの年度報告の中でも虐待をする親の生活の背景をいろいろ見て、

その子供に障害があるということが１つある高い比率で言われている。そこに示さ

れるように障害児、あるいは対応が困難なお子さんを抱えた家族で虐待の発生率が

高いと。そこへ向けた支援、これから家族、お子さんだけじゃなくて保護者、そし
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て地域ネットワークづくりをやっていくということ。ここに大きく２つの焦点を当

ててこれからワーキングをしていこうと思っております。 

 今、実際に子供の分野で一番支援として抱えている内容に、１８ページに書いて

ある課題として、提言として昨年度末に挙げたこと、発達支援を必要としている人

たちは非常に多いのに、支援を提供できる機関が満杯状態、私どものところもそう

ですが、これから支援の方向をまた新たな方向を探っていかなければいけないとい

うことがございます。これをまず一番に大きな課題と背景に持っている大きな課題

として挙げながら、ワーキングとしては発達障害、家族支援ということを取り上げ

ていきたいと思っております。 

【里村会長】  ありがとうございました。では、次に権利擁護部会の根本部会長

からご報告をお願いします。 

【根本権利擁護部会長】  根本でございます。権利擁護としましては虐待法とか

差別法ができてもまだまだ一般の方ですとかご本人、それに関係する方たちが深く

理解はできていないのではないかということで、その辺についてもうちょっと一般

の方、ご本人、関係者の方に理解してもらえるようなことを話し合って提供してい

ければいいかなと考えているということです。 

 そして、そのためには当事者の啓発活動、あと関係者が制度を理解するというこ

とで、公的機関、民間機関、民間事業者の方たちももちろんそれは知ってもらわな

いと、なかなか安心して暮らせるところができないのではないかということ。それ

を区とまた私たちの権利擁護部会とで役割分担をしながら進めていこうではないか

ということになっております。そして、啓発というところで実際に施設職員、昨年

度は災害についてということで研修会をしましたけれども、今年度についてはまた

違った形で研修会をやるということで、その内容としましては施設職員や当事者に

向けての情報提供と啓発活動ということで、もっと自分たちのことを知っていただ

こうということになっております。 

 そしてそういうことを行ったときに、研修に参加できる方は自分でも結構動ける

方が多い。実際にそういうところに来られない方、またその情報を受けることがで

きない方たちにとって、情報を知らせるために区と一緒に発掘、見つけ出すような

啓発活動もしていかなければいけないのではないかということで、その方法を今年

度少しずつ考えながらやっていきましょうということになっております。 
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 あと権利擁護ということで、実際には関係者だけではなくて、民間の方とかそう

いう方たち、関係機関、そういうところからいろいろな意見を集約しまして、それ

を一つ一つ、権利擁護部会というのは専門の方、法律の専門の方、医療関係の方、

いろいろな方が集まっている部会になりますので、いろいろな視点から１つの問題

を取り上げて考えていって、それをまた集約して意見をもらうだけではなくて、決

まったことを提供していこうではないかということに今年度は力を入れていきたい

なということになっております。 

 以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。それでは、今の各部会からの報告につ

いて、何かご意見だとかご質問があればお願いいたします。どうぞ。 

【菅委員】  ハローワーク木場の専門援助第二部門の統括をしております菅と申

します。よろしくお願いします。 

 今、部会のほうで発表いただいた中で、こども発達支援の関係で児童部会の報告

に、子供の発達障害の方が大変増えていて、困難な事例をたくさん抱えているとい

うお話がございましたが、そういった子供たちが大きくなって、就労し、社会人に

なっていったときに、たくさん困難性を抱えた方がたくさんいらっしゃいます。 

児童のときの対応だったり、学齢期に行くときの方向性だったりというところが、

役所のほうでのフォローや援助、保健所とかお医者様との連携、医療関係でのサポ

ート、そういうところが必要ではないかと思います。ハローワークで支援している

中でも、大人になってからでは遅くて、そこが固定してしまうと話が平行線のまま

で受け入れられない。やっぱりそれが就労に結びつかなくて離転職を繰り返して病

気が悪化する。そういう困難性を抱えた方がとても多いと実感しています。ですの

で、子供だけにとどまらず大人に対しての支援も必要で、国のほうの大人の発達障

害の支援センターが世田谷にありますけれども、江東区として何か発達障害の方に

対する専門的な窓口をつくるとか、支援センターを設置してもうちょっと窓口で専

門的にフォローするとか、何かそういったことってご検討されるとかというのはも

し計画とかあれば、いただければと思います。 

【里村会長】  お願いいたします。 

【内藤障害者施策課長】  すみません、障害者施策課長、内藤です。結論から申

し上げて大人の発達障害の方に対して何らか窓口をつくったり、今区として具体的
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に検討しているところではございません。 

 おっしゃるように、子供のころの発達に心配がある方、お子さんについての支援

がすごく大事だというのは、田村委員からもいろいろお話を伺っているところであ

ります。お子さんが成長していく段階でどういう支援をしていくかというのがやっ

ぱり難しくて、特に発達であると手帳をとらないお子さんがかなり多いと思います。

こども発達支援センターにいらっしゃるお子さんもいらっしゃいますけれども、保

育園とか幼稚園で、小学校の普通級に通われるという方もたくさんいると思います。 

 そういった意味では、こども発達支援センターに来られるお子さんだけではなく

て、そういう手帳はないけれども、支援が必要だというお子さんに対して保育所等

訪問支援とかもっと地域に、こども発達支援センターから地域に出ていってもらっ

て、お子さんがいらっしゃる小学校であるとか幼稚園、保育園とかそういったとこ

ろに出向いていって、具体的にどういうふうに、これまで以上に支援をもっともっ

と充実させていくということが大事なのかなと。お子さん一人一人支援の仕方、必

要な支援は違いますから、お子さんご本人と会って、その方を見てどういう学校の

状況なのかを見た上で、専門家がアドバイスしていくということが大事だと思いま

すので、もっともっと地域に出ていくという方法で考えていかなきゃいけないのか

なというふうには、子供を支援するというところでは考えているところです。現状

としてはそういった状況になります。 

【菅委員】  今現状大人になっている方がとても大変、ちょっと難しい状況にあ

るのかもしれないので、子供のころの支援があれば、何十年か後にはそれがうまく

いっているのかもしれないですけれど、今現状の大人の方への支援、相談、もうち

ょっと今の就労支援センターだと人数的に手が限られていると思うので、何か江東

区さんで窓口をつくるとか、支援を専門的にやるとかというのは難しいですかね。 

【黒澤障害者支援課長】  障害者支援課長でございます。就労支援センター、本

区のほうでも設置していて、今現在区役所の障害者支援課の中に全員で４名という

体制を敷いておりますけれども、やはり最近非常に相談件数が増えているというの

は、数字上も実は出てございまして、ここ１年で実は１,０００件近く相談件数が増

えているという実態があります。今後障害者のほう、法定雇用率が上がったり、発

達障害以外の方も含め、相談がさらに増えていくのではないかという状況は認識し

ておりまして、今後どういう形でセンターを運営していけば、皆さんにしっかりサ
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ービスが届けられるのか、障害のある方も安心して働けるような相談を受け付ける

窓口ができるのかというのは、考えていかなくてはいけないという認識はございま

す。そういったことはしっかり考えてまいりたいと思っております。 

【里村会長】  どうぞ。 

【内藤障害者施策課長】  少し補足をさせていただきますと、大人の発達障害の

方の場合、支援が必要な方もいらっしゃれば、支援が別になくても社会生活を普通

に送れますという方もいらっしゃると思います。診断の部分で診断が出るか出ない

か、診断を受けていないだけでほんとうは支援が必要という方もいらっしゃるとい

うことで、すごく難しいとは思うんですけれども、何の支援が必要かという視点で

考えていくと、大人の方というのはどうしても就労の面が大きいのかなと思います。

やはり区の窓口として現在考えられる窓口としては、就労支援センターが中心にな

ってくるのかなというところでは考えております。 

 そのほかでいろいろな生活にご心配があってということであれば、障害者施策課、

支援課のほうで個別にご相談に応じることにはなりますが、大人の方の場合、何の

支援が必要、求めていらっしゃるかによってちょっとまたお話が変わってくるのか

なというふうには考えております。 

【里村会長】  どうぞ。 

【菅委員】  多分大人の方が何の支援が必要かというのが多分自分ではわからな

い場合、そういう支援の窓口というのは保健所。何かもうちょっとわかりやすい窓

口があって、一応そこに行けば相談できるような。 

【里村会長】  どうぞ。 

【澤井相談支援担当】  相談支援担当、澤井です。自治体によっては発達障害相

談センターのような施設があるところもあると思います。江東区には現状ではない

ですけれども、現在では総合的な相談の窓口は保健相談所になるかと思います。ま

だ子供の相談がちょっとずつ広がっているところで、まだまだ大人の相談の窓口と

して広く保健相談所がこんなこともあんなこともという段階ではないとは思います

けれども、これからも障害者支援課と連携をとりながら進めていくところかと。障

害者支援課では、精神部会のほうに就労系の事業所さんも何人もいますので、３月

に精神部会のほうにハローワークの発達障害の専門の相談員の方をお呼びいたしま

して、そういった福祉作業所とか就労移行支援事業所、卒業した後の一般就労に向
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かっていく前の相談窓口がハローワークにもあって、こういった支援をしていると

いうようなことをご説明いただきました。今後またみんなで連携しながらやってい

こうということを確認しました。そんなような状況です。 

【里村会長】  どうぞ、田村委員。 

【田村委員】  田村ですが、今の発達障害に絡むことですが、発達障害者支援法

ができてもう１０年です。私どものところもいろいろなお子さん、発達障害に係る

お子さんを支援してきていて、私の実感の中ですが、このお子さん方の難しさが非

常に痛切にわかってきました。それこそ不登校になったり、家庭の中で暴れ出した

り、一番難しいのがＡＤＨＤという、その現状がようやくわかり出して、そこに向

けてはっきりした支援を打ち出さなきゃいけない。これは児童期もそう思います。 

 そこはまだ欠けているのです、これからなのです。幼児期はそういうお子さんも

できるだけ支援しようとしてやっている。でも、学校に上がったらぽつんとそこで

切れる。みんな学校でパニックを起こしたりして、保育所等訪問の支援も入れるけ

れど、学校に様子を見に行って実態を把握する。実態把握をしてそれ以上はできな

い。 

 やはりその学齢期での福祉の手を入れるべきだと思います。これは学校で教育委

員会の教育相談もあるけれども、それでは対応できない。保護者と一緒になって家

族、そのご本人を支援していく体制というのが必要だと、これが今ほんとうにわか

り出しているときではないでしょうか。 

 ですので、これが福祉サービスの中でいえば放課後デイサービスということにな

るかもしれません。個別支援に特化したような福祉サービスをしっかり充実させて

いって、なおかつ大人になっても実際に支援は続けていかなければいけないと思う

んですね。やっぱりそういう場は必要だと思います。 

 平松さん、どうお考えですか。 

【平松委員】  ２つ考えておかなきゃいけないと思っています。要するに発達障

害とか精神障害とか、そういうふうに特定することによって必要なサービスが提供

される、それはそれで制度としてほとんどそういう形になっています。 

 もう一方で、名前をつけないと何もできないということは、非常におかしいので

はないかというふうにも思います。なぜかというと発達障害といってもさまざまで

す。明らかな発達障害だけど、自分で十分に社会生活している人もいるし、大変な
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人もいるし、いろいろですよね。特に割と乳幼児期からの療育が大事なのはそうな

んです。だけど、まだそこではあまりはっきりわからない場合もありますよね。そ

うするとできるだけ早く見つけようというのも全くだめとは言いませんけれども、

それだけでいいのかなというのは感じています。皆さんもご存じでしょうけれども、

家庭の子供の貧困の問題がございます。子供は貧困の環境で育った場合、成人にな

ってからの精神障害の発症率がそうではない通常の環境に育った子に比べて倍にな

ると、これは先進国全部同じです。 

 とすると明らかにこの方は障害があるという方だけを取り出してじゃなくて、そ

ういう環境も含めて学校も含めて、もちろん家族、肉身、親も含めて地域の中でど

うやって子供の豊かな成育、成長を保障するのか、子供の健やかな成長をどうやっ

て保障する、育むのかということが必要になってくると思います。 

 そうすると名前がつかなくても地域ぐるみで、地域と家庭と学校と連携して、一

人一ひとりの子供たちみんなが対象なのです。特別選び出して選別しなくてもいい

んです。選別するということはある意味で非常に危険な面を持っていますから、ほ

んとうに必要な場合はそれもいいでしょう。 

 多分精神障害も同じです。大体思春期、青年期、成人期に家庭の養育環境、学校

社会に出てから、そこでのいろいろな人間関係の中で、統合失調症もどんどん発症

してくるわけですよね。 

 そうすると一番進んでいるのが多分私の知っている限りではイギリスだと思って

いますけれども、若者対策のチームをつくってやっています。そこに全ての学校か

ら地域から何から全部入っているのです。必要な場合には精神科医も入っています

けど、別に精神科的な名前をつける若者が挫折のではなくて、何かで悩んでいるこ

と、それをみんなでどうしようかということで活動しているのです。その中で精神

科的な医療が必要だという場合のみ、精神科医が関わる。だから、多分子供もそう

だろうなと、思春期の若者もそうだろうと思うのです。若者が孤立している、いろ

いろな問題が起きますよね。そうするとその中でそういうハイリスクだけ選び出す

ということよりも、むしろ地域で、みんなで子供たちを健やかな成長を保障してい

こう、若者の悩みをみんなで理解してあげようという地域をつくっていくというこ

とをもう一方でやらないといけない。そこの兼ね合いではないかなというふうに思

っています。多分両方必要だろうという感想でございます。 
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【里村会長】  何かございますか。どうぞ。 

【山口委員】  山口と申します。今、部会報告を聞きまして、相談支援部会と児

童部会の提言がありまして、提言の中に話が戻りますけれども、基幹相談支援セン

ターのあり方の検討だとか早期の設置だとか、こういう提言がございます。区のほ

うにお聞きしたいんですけれども、この地域自立支援協議会の各部会からの提言を

受けて、このセンターの設置の計画につながったのかどうか。もしそうであれば、

この協議会がすごい力があるなと感じてはいるのですけれども、そこらあたりは提

言を受けて検討を着手されたのかどうかというのを、確認させていただければと思

うんです。 

【里村会長】  はい、お願いします。 

【内藤障害者施策課長】  障害者施策課長、内藤です。山口委員おっしゃるとお

り、これまで地域自立支援協議会の中で基幹相談支援センターの設置というのは過

年度にわたって検討していただいております。その中でもんできた、こういうもの

がいいという内容、複数年かけてやっておりますので、それとは少し違った形には

多少なってきているところはございますが、もちろんこの自立支援協議会での提言

を受けた上で、基幹相談支援センターの設置というのを検討させていただいている

ところでございまして、現在も部会のほうでご検討いただいて、どういったものが

一番いいのかというご意見を頂戴しながらやっていきたいなと考えております。 

【山口委員】  わかりました、ありがとうございました。 

【里村会長】  では、そろそろ出尽くしたと思いますので、この議題は終了とさ

せていただきます。 

 

（７）その他 

【里村会長】  最後に議事７、その他として委員の皆様、この機会にご説明もし

くはご意見、ご質問等がありましたらお伺いしたいと思います。いかがですか。 

【会田委員】  よろしいですか。 

【里村会長】  どうぞ。 

【会田委員】  親の会の会田と申します。部会のほうの質問というか、お願いで

すけれども、私どものほうの会員と７月１８日に扇橋のお子さんの保護者の皆さん

と子育てトークを開きまして。そのときに１６名の方が参加されたんですけれども、
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ほぼ全員が子育てに対して悩みを感じている。その中でも非常に深い不安を抱えて

いるのは、この子が成人になったときどんな姿になっているのだろうというような

不安をお母さんたちが非常に多く思っているということを強く感じました。部会の

ほうについてもセンターの増ということで今、日数を限られてセンターに通所して

いるという状態を改善してほしいというご意見もございまして、我々としてもぜひ

臨海地区なのか亀戸地区なのか別としまして、１カ所設置を急いでいただかないと、

お母さんたちは非常に不安な材料を抱えたまま小学校等に進学していくという形な

ので、状況としては非常に悪いような状況ですので、施設の増に対して考えていた

だければ非常にありがたいなと思っております。 

 以上でございます。 

【里村会長】  事務局のほうから何かありますか。お願いします。 

【内藤障害者施策課長】  障害者施策課、内藤です。ご要望についてですけれど

も、児童発達支援センターの３つ目というのは結論から申し上げてなかなか簡単で

はないと思います。というのは区内でも１つの区に２カ所センターがある区という

のがそもそも江東区だけなので、なかなか３つ目、そもそも足りないから３つ目と

いうことではないのかなと考えております。そうではなくてセンターではないけれ

ども、相談機能を持った児童発達支援事業所を増やすとかそういったことも含めて

考えていかなければならない。全く否定するわけではないですけれども、すぐに３

つ目つくりましょうという話もなかなか難しくて、あと結局、手帳のないお子さん

をどういうふうに支援していくか。センターに来ていただくのか、そうではなくて

保育所等訪問支援とかそっちの方向で支援していくのかとか、そういった方法も含

めてお子さんの支援のあり方も全体的に考えていかなくてはいけないかなと思って

おります。たくさん通いたいとおっしゃっている親御さんが多いということは区と

しても認識はしております。 

【里村会長】  よろしいでしょうか。 

【会田委員】  はい。 

【里村会長】  では、事務局からの申し出がありますので、事務局、お願いしま

す。 

【西隈施策推進係長】  障害者施策課施策推進係、西隈です。お配りした資料８

をご覧いただいてよろしいでしょうか。前回５月２８日に臨時で自立支援協議会を
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開催させていただきました。主なテーマでございました手話言語の普及及び障害者

の意思疎通の促進に関する条例案の概要についてということで、今度はパブコメを

実施することになっております。８月１１日号のパブリックコメント特集号という

ことで、９月１日まで皆様のご意見を募るということと、３番にございますが、区

民説明会を開催することとしております。江東区文化センターと総合区民センター

ということで、時間帯は昼夜分けて実施いたします。今後のスケジュールとしては

令和２年度の第１回定例会に提案し、同年４月１日に施行を予定しています。前回

内容についてはご説明しておりますので、追加で今回パブリックコメントを実施し

ますということで、この場をかりましてご報告をさせていただければと思います。 

 説明は以上でございます。 

 

８ 閉会 

【里村会長】  では、以上で本日の議事は全て終了ということにいたしました。 

 次回の自立支援協議会の開催については改めてご連絡いたします。 

 それでは、以上をもちまして、本日の会議を閉会といたします。長時間ありがと

うございました。 

 

── 了 ── 


